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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
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交流電力システムから発生する電界及び磁界の強さ

－公衆の人体ばく露を考慮した測定手順 
Electric and magnetic field levels generated by AC power systems- 

Measurement procedures with regard to public exposure 
 

序文 

この規格は，2009 年に第 1 版として発行された IEC 62110 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，交流電力システムから発生する電界及び磁界の，人体へのばく露レベルを評価するための

測定手順について規定する。この規格は，直流電力システムには適用しない。 

この規格は，居住環境及び公衆が立入り可能な場所における公衆の人体ばく露に適用する。 

この規格は，電界及び磁界の基本的な測定手順について規定するとともに，人体ばく露に関しては，人

体が占める空間平均に相当する電界及び磁界の強さを得るための基本的な測定手順について規定する。 

この規格は，電力システムの運用及び／又は保守に関連するような職業的ばく露には適用しない。その

ようなばく露は，配電用変電所，送電用変電所若しくは発電所の内部，地中ケーブル用のマンホール若し

くはトンネルの内部，又は架空送電鉄塔上若しくは電柱上での作業時に生じることが考えられる。 

注記 1 鉄道用電気設備は別の規格で規定されているため，この規格の対象外である（3.7 参照）。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 62110:2009，Electric and magnetic field levels generated by AC power systems－Measurement 

procedures with regard to public exposure（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1910 人体ばく露を考慮した低周波磁界及び電界の測定－測定器の特別要求事項及び測定の手

引き 

注記 対応国際規格：IEC 61786，Measurement of low-frequency magnetic and electric fields with regard 

to exposure of human beings－Special requirements for instruments and guidance for measurements

（IDT） 


